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Multi-Cloud Director™ 
DMF と CCF のための統合マルチコントローラ管理  
 

Multi-Cloud Director - 概要 
Arista Networks®の Multi-Cloud Director™（MCD）は、Arista DANZ Monitoring Fabric™（DMF）および Converged Cloud Fabric™
（CCF）の展開に対するマルチコントローラ連合管理を可能にします。MCD では、マルチポッド、マルチサイト環境にある DMF と CCF を
1 つのダッシュボードで管理できます。繰り返しの管理作業を統合して複数ネットワークの管理を簡素化するだけでなく、複数のデータセ
ンター間をグローバルに可視化します。機器ごとに管理する非常に複雑なネットワークに比べ、運用コストを大幅に削減できます。Multi-
Cloud Director の直観的なダッシュボードには、DMF コントローラと CCF コントローラからのリアルタイム・データが表示されます。運用
チームはコントローラを選択して、特定の DMFまたは CCFの詳細ビューを確認できます。 

 

MCDは、DMF と CCFの複数のインスタンスを複数サイトにまたがって展開している IT組織に以下の利点をもたらします。 

� グローバルな設定：sFlow、AAA、NTP、Syslogなどについて、
展開されているすべての DMF と CCF に共通かつ一貫性の
ある方法で適用される、グローバルな設定を行うことができま

す。テンプレートベースのワークフローが用意されているため、

設定を DMF と CCF のグループに簡単に適用できます。さら
に、設定に対するコンプライアンス・チェックが実行されるため、

すべての展開で一貫性を保証できます。 
� グローバルな可視化：IT 組織は、MCD データベースをすば

やく直観的に検索して、展開されている DMF と CCF のさま
ざまなパラメーターを可視化できます。たとえば、ネットワーク

管理者は、グローバルに展開されている数十台のコントロー

ラ・ドメインと数百台のスイッチ上のすべてのエンドポイントを

簡単に特定できます。IT 環境全体にわたって、スイッチとアプ
ライアンスのハードウェア、ソフトウェア、ファームウェアの

バージョン、スイッチの ASIC などがポリシーに準拠している
かを迅速に監査し、結果をレポート用にエクスポートできます。 

� グローバルなオペレーション：MCD を利用すると、複数の
DMFインスタンスと CCFインスタンスに対して、ソフトウェア・
アップグレードやコントローラのスナップショットのような共通

オペレーションを繰り返し実行できます。このようなオペレー

ションが複数の DMF コントローラと CCF コントローラに同時
に適用されるので、Day1 や Day2 のオペレーションをスピー
ドアップし、一貫性を保証し、ITのコンプライアンスをグローバ
ルに促進できます。 

� グローバルなプログラマビリティ：MCDが提供するノースバウ
ンド API を使用して、MCD データベースに追加されているす
べての DMF コントローラと CCF コントローラをプログラミング
できます。この機能により、すべてのファブリックをプログラム

によって一元管理できます。 

 

Multi-Cloud Director の利点 
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Multi-Cloud Director - グローバルなダッシュボード機能 

機能 説明/利点 

インテグレーション MCDは以下のものと連携します。 
� DANZ Monitoring Fabric（DMF） 
� Converged Cloud Fabric（CCF） 
� Analytics Node（AN） 

可視化 � グローバルな可視化により、ソフトウェア・バージョン、IP アドレス、MAC アドレス、重要な
アラート、ファブリック固有の情報、エンドポイントのアドレス、その他多くのデータ・オブジェ

クトを確認できます。 

一元化された API 一元化された機能豊富なノースバウンド API アクセスを提供し、IT ツール・チェーンによるプロ
グラマビリティと自動化に対応します。 

グローバルな設定テンプレート DMF、CCF、AN の複数のインスタンスに、NTP、SNMP、Syslog、sFlow、AAA に関する共通
設定をすばやく適用できます。 

設定のスナップショット � コントローラ・インスタンス：管理者がオンデマンドで、またはスケジュール設定して、複数の

DMFコントローラ、CCFコントローラ、ANインスタンスの設定のスナップショットを作成でき
ます。このスナップショットをもとに、各コントローラの設定を以前の状態に復元できます。 

� MCD インスタンス：バックアップと復元を簡単に行えるよう、MCD インスタンス自体の設定
のスナップショットもサポートしています。 

インベントリ ハードウェア・アドレス、ハードウェア・タイプ、Dell Service Tag、ハードウェア・モデル番号、ス
イッチ・ファームウェア、ONIE、CPLD など、すべてのスイッチとコントローラのデータをファブ
リックごとに表示します。 

一元化された稼働状況 
ダッシュボード 

MCDの稼働状況ダッシュボードで、展開されているすべてのDMFとCCFについて、ファブリッ
クのエラーと警告、冗長性ステータス、スイッチ・ステータスなどの稼働状況パラメーターを一元

化して表示し、監視できます。 

コンプライアンス・レポート ハードウェア・リビジョンとソフトウェア・バージョンに基づいて、コンプライアンス・レポートを生成

できます。 

一元化されたキャパシティ・ 
プランニング 

MCD のキャパシティ・プランニング・ダッシュボードに、Enterprise Virtual Private Cloud（E-
VPC）、エンドポイント、ルート、セグメント、ACL などのパラメーターのリソース使用率が表示さ
れるので、管理者によるキャパシティ・プランニングに役立ちます。 

複数チームにまたがる 
オペレーション 

NetOps以外の他の ITチームもMCDを利用して、アプリケーションやワークロードを見つけた
り、コンプライアンス・チェックを実行したり、E-VPC 内のセキュリティ設定を確認したりできま
す。 

シングル・サインオン・アクセス 管理者はMCDのシングル・サインオンを利用して、追加のログイン手順を実行することなく、任
意の DMFコントローラまたは CCFコントローラや ANクラスタにアクセスできます。 

一元化された 
ソフトウェア・アップグレード 

� コントローラ・インスタンス：管理者は、MCD が提供する組み込みのワークフローを使用し
て、複数の DMFコントローラまたは CCFコントローラをアップグレードできます。 

� Analytics Node：管理者は、MCD が提供する組み込みのワークフローを使用して、複数
の Analytics Nodeインスタンスをアップグレードできます。 
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� MCD インスタンス：MCD が提供する組み込みのワークフローを使用して、MCD VM イン
スタンスを簡単にアップグレードできます。 
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Multi-Cloud Director - グローバルなダッシュボード機能（続き） 

機能 説明/利点 

E-VPCテナント情報 E-VPC名、E-VPCセグメント、ポッド、エンドポイントなど、各 CCFポッド内で設定されてい
るすべての E-VPC属性を各 E-VPCに関連付けて表示できます。この機能により、複数の
CCFをまたいで設定されている、すべての E-VPCをまとめて表示できます。 

ロールベース・アクセス制御（RBAC） MCDは、ロールベース・アクセス制御のために Radius認証と TACACS認証をサポートし
ています。 

スケーラビリティ 最大 CCFインスタンス：50 
最大 DMFインスタンス：50 
最大 ANクラスタ：25 
最大合計（DMF、CCF、AN）：65 

 

Multi-Cloud Directorは仮想マシン・アプライアンスとして利用可能 

環境 MCD仮想マシン 

ハイパーバイザ VMware ESXi - 6.5以上 
KVM - RedHat 7.5、CentOS 7.6 
Nutanix AHV - 5.18.1.2 

vCPU 4 

vMemory 6GB 

vHDD 400GB（シン・プロビジョニング） 

vNIC 1 
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